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�
�

�
�

問
題

四

し
ん

ち
ょ
う
じ

次
の
文
章
は
、
春
秋
時
代
の
覇
者
と
し
て
知
ら
れ
る
晋
の
文
公（
文
中
の
重
耳
）が
、
晋
国
の
君
主
と
な
る
前
の
出
来
事
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

け
ん
こ
う

ち
ょ
う
し

重
耳
は
、
父
で
あ
る
献
公
の
後
継
争
い
の
影
響
に
よ
り
亡
命
し
、
側
近
の
趙
衰
ら
と
と
も
に
各
国
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問

に
答
え
な
さ
い
。（
出
題
の
都
合
上
、
本
文
に
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
や
訓
点
を
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。）

ニ
は
し
ル
て
き
ニ

ハ

ノ

ノ

ノ

ハ

ル
コ
ト

ニ

ニ
シ
テ

重
耳
遂
奔
�
狄
。
狄
其
母
国
也
。
是
時
重
耳
年
四
十
三
。
居
�
狄
五
歳

而

ノ

り

こ
く

す
で
ニ

シ

い

せ
い

た
く

し
ヲ

チ

メ

ヲ
シ
テ

ヘ

ス

テ
ン
ト

ヲ

晋
献
公


卒
、

注
一里

克
已
殺
�け注

二奚
斉
・
悼
子
�
乃
使
�
人

迎
�
欲
�
立
�
重
耳
�
重
耳

レ

サ
ル
ル
ヲ

リ
テ

ク

シ

ラ

ニ
シ
テ

ニ

ヘ
テ

ノ

い

ご
ヲ

テ

ヲ

ヲ

ス

ト

畏
�
殺
、
因
固
謝
、
不
�ア
敢
入
�
已

而
晋
更
迎
�
其
弟
夷
吾
�
立
�
之
、
是
為
�
恵
公
�

レ

ヲ

チ

ハ
シ
く
わ
ん
じ
や

り

て
い
ト
と
ヲ

ス

サ
ン
ト

ヲ

キ

恵
公
七
年
、
畏
�
重
耳
�
乃
使
�

注
三宦

者
履
鞮
与
�
壮
士
�
欲
�
殺
�
重
耳
�
重
耳
聞
�

ヲ

チ

リ
テ

ニ

ク

メ

ル
ハ

ニ

ズ

お
も
フ
ニ

シ
ト
も
つ
テ
お
こ
ル

テ

ク
シ
テ
や
す
キ
ヲ

ジ

ニ

之
、
乃
謀
�
趙
衰
等
�
曰
、
「
始
吾
奔
�
狄
、
非
	
以
�

為
可
�
用
興
�
以
�
近

易
�
通
、
故

し
ば
ら
ク

ム

ヲ

ム
ル
コ
ト

ヲ

シ

ま
こ
と
ニ

フ
う
つ
リ
テ
ゆ
ク
ヲ

ニ

レ
せ
い
ノ
く
わ
ん
こ
う
ハ

ミ

ヲ

リ

且
休
�
足
。
休
�
足
久
矣
、
固
願
�
徙

之
�
大
国
�
夫
斉

桓
公
好
�
善
、
志
在
�
覇

ニ

う
じ
ゆ
つ
ス

ヲ

ク

く
わ
ん
ち
ゆ
う

し
ふ

ほ
う

ス
ト

レ

ス

ン
ト

ヲ

王
�
し注
四収

�

恤
諸
侯
�
今
聞
、

注
五管

仲
・
隰
朋
死
。
此
イ
亦
欲
�
得
�
賢
佐
�


盍
往
乎
。」

テ

ニ

ニ

ク

於
�
是
遂
行
。
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�
�

マ
ル
コ
ト

ニ

ソ

シ

ヲ

な
シ

ル
ノ

ク

ハ

ナ
リ

た
れ
カ

ラ
ン
ヤ

留
�
斉
凡
五
歳
。
重
耳
愛
�注
六斉
女
�
毋
�
去
心
�
重
耳
曰
、
「
人
生
安
楽
。
孰
知
�

ノ

ヲ

ク

ハ

ノ

ニ
シ
テ

シ
テ

き
た
ル

ニ

其
他
�


必
死
於
此
、
不
能
去
」。
斉
女
曰
、
「
子
一
国
公
子
、
窮
而
来
�
此
。
数

は

テ

ヲ

ス

ト

ず
シ
テ
と
ク
か
へ
リ

ニ

イ

ニ

お
も
フ

ヲ

た
め
ニ

ノ

は
ヅ

ヲ

ツ

士
者
以
�
子
為
�
命
。
子
不
�
疾
反
�
国
報
�
労
臣
�
而
懐
�
注
七女
徳
�ウ
窃
為
�
子
羞
�
之
。
且

レ
バ

メ

い
づ
れ
ノ

ニ
カ

ン
ト

ヲ

チ

リ

ゑ
ハ
セ

ヲ

セ
テ

テ

ク

不
�
求
、
何
時
得
�
功
」。
乃
与
�
趙
衰
等
�
謀
、

酔
�
重
耳
�

注
八載

以
行
。

（『
史
記
』に
よ
る
）

注
一

里
克＝

晋
の
大
臣
。

注
二

奚
斉
・
悼
子＝

い
ず
れ
も
献
公
の
子
。
重
耳
の
異
母
兄
弟
。

注
三

宦
者
履
鞮＝

晋
の
恵
公
に
仕
え
て
い
た
宦
官
。

注
四

収
恤＝

救
い
助
け
る
。

注
五

管
仲
・
隰
朋＝

い
ず
れ
も
斉
の
桓
公
を
補
佐
し
た
宰
相
。

注
六

斉
女＝

斉
国
の
公
女
。
重
耳
が
斉
に
来
た
と
き
に
妻
と
な
っ
た
。

注
七

女
徳＝

こ
こ
で
は
女
性
を
好
む
心
情
の
こ
と
。

注
八

載＝

馬
車
に
乗
せ
て
。
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問
一

二
重
傍
線
部
ア
イ
ウ
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。

問
二

傍
線
部

と
同
じ
意
味
で「
卒
」が
使
わ
れ
て
い
る
文
を
、
次
の
Ａ
〜
Ｄ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

Ａ

士
卒
戦
は
ず
、
城
門
閉
ぢ
ず
。

Ｂ

孔
子
卒
後
、
今
に
至
る
ま
で
五
百
歳
。

Ｃ

儒
道
深
奥
、
倉
卒
に
し
て
成
る
べ
か
ら
ず
。

Ｄ

卒
然
辺
境
に
急
有
り
。

問
三

傍
線
部
「
盍
往
乎
」に
つ
い
て
、
次
の
二
つ
の
問
に
答
え
な
さ
い
。



現
代
語
訳
し
な
さ
い
。



こ
の
文
は
、「
何
□
往
乎
」と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
□
に
入
る
漢
字
一
文
字
を
答
え
な
さ
い
。

問
四

傍
線
部

を
全
て
平
仮
名
で
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
。
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。

問
五

傍
線
部

に
つ
い
て
、
斉
女
と
趙
衰
ら
が「
酔
重
耳
、
載
以
行
」と
い
う
強
引
な
手
段
を
と
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
重
耳
と
斉
女
の
考
え
を
対
比
さ

せ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
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